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に
違
い
な
い
。
自
民
党
や
財

界
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
圧
力

も
あ
る
。 

自
民
党
長
期
政
権
の
下
で

累
積
さ
れ
た
財
政
赤
字
が
８

百
数
十
兆
円
に
も
の
ぼ
り
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
倍
近

く
に
達
し
て
い
る
。 

   
 

財
政
悪
化
で
国
際
的
に
話

題
に
な
っ
て
い
る
国
に
ギ
リ

シ
ャ
が
あ
る
が
、日
本
の
財
政 

赤
字
は
ギ
リ
シ
ャ
の
比
で
は

な
い
。ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
赤
字

（
借
金
）
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
１

３
％
位
だ
が
、日
本
の
場
合
は

２
０
０
％
に
迫
っ
て
い
る
。 

で
消
費
税
増
税
が
議
題
に

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

鳩
山
政
権
の
公
約
で
は
４

年
間
は
増
税
し
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
菅
財

務
相
は
「
議
論
は
別
」
と

し
て
、
は
や
、
消
費
税
値

上
げ
の
封
印
を
解
こ
う
と

し
て
い
る
。 

増
大
す
る
財
政
赤
字
や

不
況
対
策
に
よ
る
財
政
出

動
等
で
財
源
不
足
に
陥
っ

て
い
る
現
状
か
ら
、
為
政

者
に
取
っ
て
、
消
費
税
増

税
は
、
手
っ
取
り
早
い
対

策
と
し
て
魅
力
的
な
も
の 

 

 

最
近
、
政

府
の
財
政
改

革
論
議
の
中  

戦
後
は
じ
め
て
本
格
的
な
政
権
交
代
が
実
現
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の

鳩
山
新
政
権
は
、
急
速
な
支
持
率
の
低
下
で
危
う
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
米
国
の
威
信
は
著
し
く
低
下
し
、
ド
ル
支
配
の
退
潮
、
Ｅ
Ｕ
の
混
迷
、
中
国
の
台

頭
等
、
今
、
世
界
は
再
び
激
動
期
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
え
る
。
日
本
の
将
来
の
行
く
末
は

ど
う
な
る
の
か
。
時
代
が
大
き
く
変
る
時
、
人
々
は
そ
の
先
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
。
戦
後
の
激
動

期
、
三
島
で
は
庶
民
大
学
が
開
講
し
、
明
日
を
見
定
め
る
庶
民
の
英
知
が
養
わ
れ
た
。 

 

増
え
続
け
る
財
政
赤
字
に

対
し
て
財
政
改
革
は
避
け
て

通
れ
な
い
が
、そ
れ
が
短
絡
的

に
消
費
税
増
税
と
は
合
点
が

い
か
な
い
。消
費
税
は
貧
乏
人

も
金
持
ち
に
も
均
等
に
か
か

り
、
課
税
の
原
則
で
あ
る
「
貧

乏
人
は
少
な
く
、
金
持
ち
か 

   

ら
多
く
取
る
」と
い
う
累
進
課

税
に
反
す
る
。 

そ
れ
で
な
く
て
も
、こ
れ
ま

で
、自
公
政
権
に
よ
り
、
03
年

以
降
の
６
年
間
に
、定
率
減
税

の
廃
止
、配
偶
者
特
別
控
除
の

廃
止
な
ど
庶
民
へ
の
増
税
が

繰
り
返
さ
れ
て
来
た
。
そ
の 

 

 

    

る
。 

 

と
再
就
職
が
難
し
く
、
貧
困
の

ど
ん
底
に
落
ち
て
し
ま
う
。 

▼
十
数
年
前
、
日
本
中
は
一
億

総
中
流
と
い
う
状
況
で
、
貧

乏
・
貧
困
な
ど
の
言
葉
は
殆
ど

聞
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、

い
つ
の
間
に
か
格
差
社
会
や
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
見
ら
れ
る
状

況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

▼
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
は

人
件
費
削
減
で
正
規
職
員
を
減

ら
し
、
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど
の

非
正
規
職
員
が
急
増
し
て
い

る
。
そ
の
多
く
は
年
収
２
０
０

万
円
以
下
で
、
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
。 

▼
一
方
、
財
政
難
で
、
民
間
委

託
が
次
々
に
行
な
わ
れ
て
き

た
。
民
間
委
託
す
れ
ば
安
上
が

り
と
い
う
発
想
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
委
託
先
労
働
者
の
低
賃

金
化
を
招
い
て
い
る
。 

▼
一
般
競
争
入
札
で
、
自
治
体

の
委
託
業
者
は
安
値
競
争
で
叩

き
合
い
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
、

そ
こ
で
働
く
労
働
者
に
押
付
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況

を
改
善
し
よ
う
と
、
昨
年
９
月
、

千
葉
県
野
田
市
で
は
、
全
国
初

め
て
、
条
例
で
定
め
た
賃
金
を

下
回
る
委
託
契
約
は
し
な
い

「
公
契
約
条
例
」
が
制
定
さ
れ

た
。 

▼
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
の

94
号
条
約
に
は
そ
の
よ
う
な
条

項
が
あ
り
、
本
来
、
国
が
法
律
で

定
め
る
べ
き
だ
が
、
国
が
や
ら

な
い
か
ら
自
治
体
が
や
む
な
く

条
例
を
定
め
た
と
い
う
も
の

だ
。
不
況
を
乗
り
切
り
、
雇
用

不
安
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
労
働

組
合
の
必
要
性
は
、
今
高
ま
っ

て
い
る
。
雇
用
を
守
り
、
不
安

の
な
い
安
心
社
会
を
築
く
た
め

に
、
労
働
者
の
団
結
を
！
５
月

１
日
は
メ
ー
デ
ー
だ
っ
た
。 

 

▼
ユ
ニ
オ
ン
の
労
働
相

談
を
し
て
い
る
と
、
最

近
、
次
々
に
解
雇
、
首

切
り
、
退
職
強
要
等
の

相
談
が
飛
び
込
ん
で
く

る
。
一
旦
、
職
を
失
う 

額
は
、年
間
５
兆
円
以
上
に
も

な
り
、国
民
一
人
当
り
の
負
担

が
、年
間
４
万
円
も
増
え
た
計

算
だ
と
い
う
。 

一
方
、大
企
業
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で「
国
際
競

争
力
の
確
保
」
を
名
目
に
、
減

税
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。小

泉
政
権
等
の
い
わ
ゆ
る
〝
新

自
由
主
義
〟
の
考
え
方
は
、大

企
業
が
国
際
競
争
に
勝
て
ば
、

そ
の
分
け
前
が
や
が
て
勤
労

者
や
庶
民
に
も
回
っ
て
く
る

と
い
う
論
調
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
く
、
格

差
社
会
と
派
遣
労
働
や
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
増
加
に
終
わ

っ
た
だ
け
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
大
企
業
等
に
は 
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大
企
業
・
資
産
家
へ
の
増
税
を
！ 

    

財
政
赤
字
と
消
費
税
！ 
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内
部
留
保
が
４
百
数
十
兆
円

も
溜
め
込
ま
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。資
産
家
へ
の
優

遇
税
制
は
、例
え
ば
株
式
配
当

で
の
収
入
が
年
間
98
億
円
あ

っ
た
場
合
、そ
れ
に
対
す
る
所

得
税
・
住
民
税
は
、
74
年
当

時
は
91
億
円
で
あ
っ
た
も
の

が
、
07
年
で
は
配
当
額
の

10
％
、
９
億
８
千
万
円
、
実

に
81
億
円
も
の
減
税
に
な
っ

て
い
る
と
い
う（
週
刊
金
曜
日

10
・
1
・
29)

。 
 

消
費
税
増
税
の
前
に
や
る

こ
と
は
、
大
企
業
、
資
産
家
、

富
裕
層
へ
の
増
税
、
累
進
課
税

の
徹
底
だ
。
選
挙
前
に
消
費
税

増
税
を
持
ち
出
し
、
生
き
残
っ

た
政
権
は
無
い
。 

 

戦後の三島庶民大学に学ぶ 
～混迷の時代を切開く英知を求めて～ 

織
り
ま
ぜ
、学
ぶ
熱
気
が
ム
ン

ム
ン
す
る
雰
囲
気
で
進
め
ら

れ
た
と
い
う
。 

 

講
義
内
容
は
、憲
法
、政
治
、 

資
本
論
、
社
会
主
義
、
平
等
・

自
由
の
問
題
、
そ
し
て
芸
術
・

労
働
組
合
・
婦
人
・
農
業
問
題

等
を
、新
し
い
日
本
を
再
建
す

る
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
お

き
、
基
礎
的
、
原
則
的
に
一
人

ひ
と
り
の
思
想
を
確
立
す
る

こ
と
と
、当
面
す
る
現
実
の
テ

ー
マ
を
と
り
あ
げ
、混
乱
期
か

ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る

人
々
に
、実
践
の
指
標
を
つ
か

ま
せ
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ

た
。
―
（
田
中
勲
） 

田
中
勲
氏
の
回
想 

 

三
島
庶
民
大
学
に
つ
い
て

は
、
当
時
、
事
務
局
を
担
当
し

た
田
中
勲
氏
（
故
人
）
が
、
昭

和
49
年
４
月
７
日
号
か
ら

20
回
に
渡
っ
て
連
載
し
た
、

「
み
し
ま
市
民
新
聞
」（
角
田

不
二
雄
発
行
）に
詳
し
く
書
い

て
い
る
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
『
敗
戦
直

後
の
昭
和
20
年
12
月
、
三

島
神
社
の
社
務
所
を
会
場
に
、

木
部
達
二
、
拝
司
静
夫
、
伊
藤

三
千
代
（
当
時
三
島
南
高
校

長
）等
の
諸
氏
が
、広
く
市
民
、

農
民
に
よ
び
か
け
庶
民
大
学

講
座
を
ひ
ら
い
た
。こ
れ
が
当

時
の
情
勢
に
マ
ッ
チ
し
て
大

き
な
反
響
を
よ
び
、庶
民
大
学

三
島
教
室
に
発
展
し
た
の
は

翌
、昭
和
21
年
２
月
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
約
２
年
に
わ
た

っ
て
百
人
近
い
講
師
が
来
島
、

当
時
三
島
職
業
紹
介
所
の
二

階
を
教
室
に
、延
５
千
人
を
越

え
る
聴
講
生
が
集
ま
り
、そ
の

な
か
か
ら
多
く
の
、後
に
三
島

の
市
民
運
動
の
草
わ
け
と
な

っ
た
、優
秀
な
若
者
達
が
育
っ

て
い
っ
た
。 

一
口
に
敗
戦
後
と
い
っ
て 

も
、今
の
方
々
に
ち
ょ
っ
と
想 

 

主
張 

       

稿
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

組
織
は
総
務
部
、
会
計
部
、
講

座
部
、
研
究
会
部
、
読
書
部
、

連
絡
部
、
編
集
部
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
仕
事
を
分
担
し
て
い

た
。 

庶
民
大
学
の
転
機
と
閉
鎖 

 

46
年
９
月
頃
、
聴
講
者
の

中
か
ら「
講
師
に
左
翼
思
想
の

持
ち
主
が
多
い
」と
の
批
判
が

出
た
。運
営
の
新
機
構
を
決
め

て
、
批
判
の
解
消
を
図
っ
た
。 

し
か
し
、
47
年
春
、
木
部
達

二
が
、４
月
の
参
議
院
選
挙
に

日
本
共
産
党
か
ら
立
候
補
す

る
決
意
を
し
た
こ
と
か
ら
維

持
委
員
の
間
に
決
定
的
な
亀

裂
が
生
じ
た
。 

時
代
は
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
支
配

下
で
あ
り
、三
島
市
内
に
Ｉ
Ｃ

Ｉ
と
称
す
る
米
二
世
軍
人
の

諜
報
機
関
が
駐
在
し
、調
査
リ

ス
ト
に
庶
民
大
学
関
係
者
も

入
っ
て
い
る
と
い
う
噂
が
流

れ
て
い
た
背
景
も
あ
っ
た
。 

48
年
２
月
22
日
、
木
部

達
二
は
病
気
で
急
逝
し
、庶
民

大
学
は
中
心
人
物
を
失
い
、会

員
減
少
に
よ
る
財
政
難
も
抱

え
、
48
年
６
月
の
講
座
を
最

後
に
、
幕
を
閉
じ
た
。 

新
し
い
時
代
で
の
取
組 

 

今
、
世
界
的
に
政
治
、
経
済

の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
温
暖

化
等
の
環
境
問
題
が
人
類
の

行
く
末
に
大
き
く
立
ち
ふ
さ

が
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
国
内
で
は
、沖
縄
を

初
め
と
す
る
米
軍
基
地
撤
去

と
非
核
化
の
困
難
・
憲
法
９
条

改
悪
の
動
き
・
格
差
社
会
、
な

ど
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。 

我
々
は
今
こ
そ
戦
後
の
激

動
期
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

活
躍
し
た
先
人
た
ち
に
学
び
、

こ
の
混
迷
の
時
代
を
切
開
か

ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

      

庶
民
大
学
三
島
教
室 

 

「
庶
民
大
学
三
島
教
室
」
は
戦
後

の
混
乱
の
中
で
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
で
あ
っ
た
。
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
た
の
は
、
当
時
、
函
南

村
畑
毛
に
疎
開
し
て
い
た
東
大
法

学
部
出
身
で
労
働
法
を
専
攻
し
て

い
た
木
部
達
二
で
、
１
９
４
６
年
２

月
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
戦

前
、
学
問
が
支
配
者
に
よ
っ
て
国
民

を
支
配
す
る
手
段
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
批
判
し
、
真
実
の
民
主
主
義

を
確
立
す
る
た
め
に
、
「
職
業
や
学

歴
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
が
ち
ょ
っ
と

し
た
仕
事
の
余
暇
に
、
日
頃
抱
い
て

い
る
疑
問
や
問
題
を
解
決
す
る
学

問
的
方
法
を
つ
か
み
得
る
途
を
開 

 

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
・
・
・
」
と
述
べ
て
い
る
。 

豪
華
な
講
師
陣 

 
講
師
陣
は
木
部
達
二
や
彼

の
学
友
、拝
司
静
夫
等
が
人
脈

を
生
か
し
て
頼
み
、豪
華
な
顔

ぶ
れ
だ
っ
た
。戦
後
の
代
表
的

知
識
人
丸
山
真
男
、
後
の
法 

 

像
が
つ
か
な
い
も
の
が
あ
り
、

過
去
の
、
政
治
、
学
問
へ
の
不

信
か
ら
再
出
発
を
め
ざ
す
息

吹
が
生
ま
れ
始
め
た
と
は
い

え
、多
く
の
人
々
は
ま
だ
生
き

る
こ
と
に
精
一
杯
の
時
代
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
に
、
殆
ど
手

弁
当
で
こ
の
運
動
に
飛
び
込

ん
だ
人
々
の
熱
意
や
努
力
が
、

庶
民
大
学
の
成
功
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、ひ
い
て
は
三

島
の
文
化
運
動
、市
民
運
動
の

成
果
を
引
き
出
し
た
と
い
う

こ
と
で
深
い
敬
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
』

と
述
て
い
る
。 

新
憲
法
草
案
も
論
議 

 

46
年
４
月
、
政
府
が
憲
法

改
正
草
案
を
発
表
す
る
と
、庶

民
大
学
で
は
４
月
と
５
月
に

「
憲
法
改
正
草
案
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
計
７
回
の
連
続
講

座
を
開
催
し
た
。そ
し
て
６
月

２
日
に
は
、三
島
市
西
国
民
学

校
講
堂
で「
憲
法
改
正
草
案
市

民
検
討
会
」を
全
国
始
め
て
開

き
、百
名
の
参
加
者
が
活
発
な

意
見
を
交
わ
し
、そ
の
様
子
は

全
国
紙
に
も
報
道
さ
れ
た（
朝 

日
・
６
月
４
日
な
ど
）
。 

庶
民
大
学
維
持
委
員
会 

 

運
営
に
当
た
っ
て
は
維

持
委
員
会
が
組
織
さ
れ

た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な

人
々
だ
っ
た
。
木
部
達
二
、

木
部
の
友
人
で
疎
開
し
て

い
た
拝
司
静
夫
、
米
穀
店

店
主
の
鈴
木
広
、
笠
井
章

弘
、
教
員
の
岡
沢
正
生
、

酒
井
郁
造
、
河
西
智
夫
、

河
西
春
子
等
で
あ
っ
た
。 

庶
民
大
学
で
は
会
員
制

を
と
り
、
会
員
は
二
百
十

数
名
で
、
毎
回
百
名
近
い

聴
講
者
で
あ
っ
た
。
毎
月
、

会
報
と
し
て
「
庶
民
大
学

通
信
」
が
発
行
さ
れ
、
講

座
案
内
や
講
義
や
講
師
の

紹
介
、
寄
稿
分
、
聴
講
者
の
投 

 

幾
太
郎
、佐
藤
功
、真
下
信
一
、

服
部
之
聡
、
平
野
義
太
郎
、
武

谷
三
男
、
羽
仁
説
子
、
等
々 

の
諸
氏
で
、住
所
氏
名
に
会
費

10
円
を
添
え
て
申
し
込
め
ば

だ
れ
で
も
入
学
で
き
た
。聴
講

料
は
一
講
座
（
６
～
10
回
）

５
円
。運
営
は
会
員
有
志
で
組

織
す
る
維
持
委
員
会
が
自
主

的
に
お
こ
な
っ
た
。 

講
義
内
容 

 

講
義
は
週
３
日
な
い
し
４

日
間
続
き
、２
週
か
ら
３
週
程

度
で
完
了
す
る
コ
ー
ス
が
組

ま
れ
、講
師
は
泊
り
込
み
で
あ

っ
た
。夜
間
６
時
半
か
ら
９
時

頃
ま
で
、講
義
と
質
問
討
論
を 

 

政
大
総
長
中
村
哲
、民
法
学
者

で
東
大
教
授
の
川
島
武
宜
、東

大
学
長
当
時「
太
っ
た
豚
に
な

る
よ
り
、や
せ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス

た
れ
」の
名
言
を
残
し
た
大
河

内
一
男
、そ
の
他
、今
野
武
雄
、

辻
清
明
、
横
山
富
士
雄
、 

中
野
好
夫
、
飯
塚
浩
二
、
清
水 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

当時、丸山真男が講義で使ったテキスト 

若き日の丸山真男 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

住宅リフォーム、塗装、屋根工事 
有限会社ニッセイ住建 

会社代表  李 正浩 
〒411-0020 三島市旭ヶ丘１１－１８ 

Tel＆Fax：055-973-7440 
携   帯：090-6072-7811 

低価格、丁寧な説明、信頼できる仕事内容、 
納得できるアフターケア。 


